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田子町における農産物ブランドの
マネジメントに関する研究

ニューアグリビジネス研究会

田子グリーンファーマーズ

－農産物の生産情報・生産履歴の公開，地域リソース
の情報発信に関する試験事業の展開と考察－
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田子町人口の推移（予測値）

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

2005 2010 2015 2020 2025 2030

年

人
数 人口

55.4%62.7%70.4%78.3%86.2%減少率

4,0364,5695,1325,7096,2837,288人口

203020252020201520102005

1,7531,9232,0212,0422,05765歳-

1,8882,1802,5633,0233,47015-65

396466548644756-14歳

203020252020201520102005

日本統計協会
市町村の将来人口より

3

田子町農業就業人口の推移（予測値）
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青森県の農業

Å 食糧自給率＝115%（2002：全国４位）
ï 米を除いた食糧自給率≒60%（東北１位）

Å 県内全就業者に占める農業就業人口
＝12.5%
Å 県内総生産に占める割合＝4.0%

農業を基幹産業に掲げる全国有数の県
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農業の問題点

Å 農業所得の低下→後継者難→生産者の高齢化→
離農（廃業）→耕作放棄地の増加→基幹産業として
の農業の崩壊→２次産業への影響→３次産業への
影響

Å 高齢化率：世帯主の平均年齢＝62.5歳（2005）
Å 耕作放棄地：青森県内＝14,600ha（５年前の20%
増）

Å 中山間地域が多いため，集落営農への展開が困難
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問題に対する対応策

Å 自主・自立の農業
ï依存体制の農業からの脱却
ï農業のアグリビジネス化

Å 生産者が主体となるアグリビジネスの展開
ï集落営農，新しい協働スキームの創出
ï担い手育成，融資制度，販路拡大
→アグリビジネスを推進する組織，人材が必要
（新しい枠組みでの事業推進が必要）

地域ブランドの創出
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ブランドの構築
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地域ブランド

地域そのもののブランド
（Regional Brand）

地域の特徴を生かした商品ブランド
（Product Brand）

中小基盤整備機構

物語性・風土・生産者の努力・・・

唯一無二の品質・安全性・・・

9

３つの地域ブランド

特産品ブランド

観光地ブランド 暮らしブランド

複数ブランドが生まれることにより地域ブランドが強固なもの
になる（例：京都・小布施・湯布院など・・・）

複数ブランドが生まれることにより地域ブランドが強固なもの
になる（例：京都・小布施・湯布院など・・・）
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ブランドの特徴

Å オリジナリティ
ï 独創性，新規性→オンリーワン

Å ブランドアイデア
ï そのものらしさ，価値の明示化，可視化

Å インターナルの信頼
ï 地域内の人々の関心，理解

Å 継続性
ï ブランドの付加価値を創造し続けるダイナミックな活動
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ソフト事業推進団体の設立

Å ニューアグリビジネス研
究会「田子グリーン
ファーマーズ」の設立

ï 代表：佐野房
生産者・商工関係者約30
名が参加
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田子グリーンファーマーズの
新しい農業ビジネスの方針

Å 農業生産者と地域住民が主体となる農業ビ
ジネスの機会を創出
ï収益性を高める
ï起業意識を持つ
ï若手生産者を育成する
ï新ブランドの構築を目指す

Å 町内の公共施設を活用しながら町内外の交
流事業を展開する
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まるごと田子inはちのへ
Å 月１回はちのへ農援隊
里山の駅（八戸市）で
開催

Å 生産者の販売研修
Å 消費者ニーズの収集
Å グリーン・ツーリズム事
業のＰＲ

Å 試験生産した農産物の
販売
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山の朝市
Å 毎週日曜日6:00～8:00
田子町役場駐車場で開催

Å 山菜などを販売
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新しい農産物の産地形成に向けた研究

Å 白丸なす，青丸なす，ミ
ニキュウリ，とうがらし
など

Å グリーンファーマーズ会
員が試験的に生産

Å ８月より山の朝市，里
山の駅，上品の郷にお
いて試験販売

Å 消費者のコメントを収
集し，分析
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公共施設を利用した
グリーン・ツーリズムの展開

Å 7月29～30日田子町上郷
公民館で試験事業を開催

Å 観光とは一線を画したメ
ニュー→農作業支援

Å 山菜を収穫し，郷土料理の
調理を自主的に行う

Å 次回は10月21日～22日に
開催予定（観光大学「はや
て」の講座に採用）
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農作業支援 加工品製造

山菜収穫 山菜の皮むき 18

田子フルコース？ 佐野さんによる食育講座（夕食）

自然散策（クワガタ） 自然散策（ホタル）




